
ホテル華の湯（福島県・磐梯熱海温泉）

充
実
の﹁
温
泉
コ
ン
ベ
宴
シ

ン
﹂

マホロバ・マインズ三浦（神奈川県・三浦市）

非
日
常
の
環
境
が
生
む﹁
滞
在
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
﹂

フォレスト
リ ゾ ー ト コニファーいわびつ（群馬県・

東吾妻町）

広
大
な
敷
地
に
多
彩
な
施
設

定山渓
万世閣 ホテルミリオーネ（北 海 道・

定山渓温泉）


人
収
容
の
ホ

ル
多
用
途
対
応

舌切り雀の
お 宿 磯部ガーデン（群馬県・磯部温泉）

５
施
設
完
備
　﹁
温
泉
会
議
力
﹂を
提
案

ＭＩＣＥ特集
旅館・ホテルの

関連～面

コ
ン
ベ
ン
シ

ン
ホ

ル
﹁
華
胥
﹂
︵
写
真
上
︶
と
﹁
風
の
杜
﹂

ホ
テ
ル
華
の
湯
の
外
観

　
福
島
県
・
磐
梯
熱
海
温
泉
の

ホ
テ
ル
華
の
湯
︵
菅
野
豊
臣
社

長
︶
は

温
泉
旅
館
の
お
も
て

な
し
に
加
え
て

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需

要
へ
の
対
応
に
注
力
し
て
い

る

都
市
型
ホ
テ
ル
と
同
等
の

会
議
シ
ス
テ
ム
・
設
備
を
完
備


﹁
温
泉
コ
ン
ベ
宴
︵
エ
ン
︶
シ


ン
﹂
と
し
て

大
都
市
部
の

ホ
テ
ル
で
行
う
会
議
な
ど
に
は

な
い
多
様
な
魅
力

開
催
効
果

を
提
案
し
て
い
る


　
会
議

ミ

テ

ン
グ

イ

ベ
ン
ト
の
会
場
は

ホ

ル
２

カ
所

大
小
の
会
議
室
や
宴
会

場
８
カ
所
の
計

カ
所


　
最
も
広
い
コ
ン
ベ
ン
シ

ン

ホ

ル
﹁
華
胥
︵
か
し

︶
﹂

は
面
積
が
７
６
０
平
方

で


最
大
収
容
人
数
は
正
餐
３
０
０

人

立
食
７
０
０
人

ス
ク


ル
５
０
０
人

シ
ア
タ

７
０

０
人


　
同
じ
フ
ロ
ア
に
は

コ
ン
ベ

ン
シ

ン
ホ

ル
﹁
風
の
杜
﹂

も
あ
る

面
積
は
５
８
５
平
方



最
大
収
容
人
数
は
正
餐
２

０
０
人

立
食
５
０
０
人

ス

ク

ル
４
０
０
人

シ
ア
タ


６
０
０
人


　
両
ホ

ル
共
に

２
６
０


の
電
動
大
型
ス
ク
リ

ン

１

万
ル

メ
ン
の
高

輝
度
プ
ロ
ジ

ク

タ

な
ど
を
完
備

し
て
い
る


　
ハ
イ
ブ
リ

ド

会
議
に
も
対
応


Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ

各
種
ウ

ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

館
内

の
ホ

ル
や
会
議
室

各
客
室

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
会
議
形

態
を
採
用
す
る
こ
と
も
で
き

る


　
会
議
な
ど
の
受
付
に
は

非

接
触
型
の
Ｑ
Ｒ
コ

ド
を
使


た
シ
ス
テ
ム
も
提
供
し
て
い

る


　
ホ
テ
ル
華
の
湯

の
﹁
温
泉
コ
ン
ベ

宴
シ

ン
﹂
の
利

点
は

会
議
運
営

の
ス
ム

ズ
さ
だ

け
で
は
な
い

豊

か
な
里
山
の
自
然

に
囲
ま
れ
た
立
地

に
よ
る
リ
フ
レ


シ

・
転
地
効
果

が
会
議
や
ミ

テ

ン
グ
の
質

を
高
め
て
く
れ
る
ほ
か

美
肌

の
湯
と
い
わ
れ
る
温
泉
に
つ
か

り

福
島
の
食
材
を
生
か
し
た

料
理
や
酒
を
堪
能

参
加
者
同

士
の
交
流
も
深
ま
る


　
東
京
方
面
な
ど
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
も
よ
い

自
動
車
で
は
東

京
か
ら
約
３
時
間

磐
越
道
・

磐
梯
熱
海
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
５
分


駐
車
場
は
約
４
０
０
台
分
を
備

え
て
い
る

鉄
道
は

新
幹
線

利
用
で
在
来
線
へ
の
乗
り
換
え

を
含
め
て
約
３
時
間

会
津


い
わ
き

福
島
な
ど
へ
の
移
動

拠
点
と
し
て
も
好
立
地
だ


　
ホ
テ
ル
華
の
湯
は

客
室
数

が
１
６
３
室

温
泉
は
豊
富
な

湯
量
で
萩
姫
伝
説
の
あ
る
﹁
美

人
の
湯
﹂

露
天
風
呂
や
ひ
の

き
風
呂

貸
し
切
り
風
呂
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
﹁
湯
舎
﹂
巡
り
が

楽
し
い

料
理
は
シ

ン
に
合

わ
せ

地
産
地
消
を
テ

マ
に

し
た
ビ


フ

や
創
作
和
食

な
ど

ど
の
料
理
に
も
﹁
常
磐

も
の
﹂
の
高
級
魚
介
と

厳
選

さ
れ
た
﹁
ふ
く
し
ま
県
産
﹂
食

材
が
使
用
さ
れ
て
い
る


　
▽
福
島
県
郡
山
市
熱
海
町
熱

海
５
の
８
の


☎
０
２
４

︵
９
８
４
︶２
２
２
２
https

://www.hotelhananoyu.jp

外観

温
泉

会
議
室

　
企
業
の
研
修
や
会
議
で
は


限
ら
れ
た
時
間
で
議
論
を
深
め

る
だ
け
で
な
く

参
加
者
同
士

の
交
流
や
チ

ム
ビ
ル
デ

ン

グ
も
課
題
だ

こ
う
し
た
中


リ
ゾ

ト
や
温
泉
地
な
ど

日

常
と
は
異
な
る
環
境
で

会
議

・
研
修
と
宿
泊

食
事

リ
フ

レ

シ

を
一
体
化
す
る
﹁
滞

在
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
﹂
へ
の
関
心
が

高
ま

て
い
る


　
神
奈
川
県
三
浦
市
の
大
型
リ

ゾ

ト
施
設
﹁
マ
ホ
ロ
バ
マ
イ

ン
ズ
三
浦
﹂
は

こ
う
し
た
利

用
に
対
応
す
る
施
設
・
環
境
を

整
え
て
い
る

大
小
さ
ま
ざ
ま

な
会
議
室
・
宴
会
場
を
備
え


数
人
規
模
の
役
員
合
宿
や
グ
ル


プ
ワ

ク
か
ら

最
大

人

ま
で
の
会
議

セ
ミ
ナ


パ


テ


な
ど
に
対
応

ス
ク

リ

ン

プ
ロ
ジ

ク
タ



音
響
設
備

Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
な
ど

を
備
え

会
議
運
営
を
コ
ン
シ


ル
ジ

が
サ
ポ

ト
す
る


　
特
徴
の
一
つ
が

会
議
だ
け

で
終
わ
ら
な
い
滞
在
環
境
だ


客
室
は
平
均

平
方

以
上
の

広
さ
が
あ
り

グ
ル

プ
ワ


ク
や
歓
談
の
場
と
し
て
も
活
用

で
き
る

会
議
後
に
は
地
下
１

５
０
０

か
ら
湧
出
す
る
自
家

源
泉
の
天
然
温
泉
や
ク
ア
パ


ク

温
水
プ

ル

サ
ウ
ナ


岩
盤
浴
な
ど
で
リ
フ
レ

シ


で
き

参
加
者
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
時
間
に
も
つ

な
が
る


　
ま
た

品
川
駅
か

ら
京
急
線
で
約


分

最
寄
り
の
三
浦

海
岸
駅
か
ら
徒
歩
約

７
分
で

無
料
送
迎

バ
ス
も
用
意

三
浦

の
新
鮮
な
マ
グ
ロ
や

野
菜
を
使

た
料
理

も
特
徴
で

マ
グ
ロ

料
理
を
目
当
て
に
訪

れ
る
一
般
客
も
多
い


　
利
用
実
績
は
内
定
者
研
修


新
入
社
員
・
幹
部
研
修

周
年

事
業
学
会
・
セ
ミ
ナ

な
ど


昼
は
研
修

夜
は
懇
親
会

翌

朝
は
海
辺
の
散
策
や
温
泉
と
い

う
組
み
合
わ
せ
も
可
能
だ

会

議
手
配
か
ら
宿
泊

食
事

懇

親
会
ま
で
担
当
営
業
が
ワ
ン
ス

ト

プ
で
提
案
す
る


　
同
施
設
が
目
指
す
の
は


﹁
た
だ
集
ま

て
会
議
を
す
る

場
所
﹂
で
は
な
く

ホ
テ
ル
な

ら
で
は
の
温
か
い
も
て
な
し
と

開
放
感
を
通
じ

参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
場

都
心
か

ら
近
い
立
地
に
温
泉
自
然


食
を
組
み
合
わ
せ

研
修
の

﹁
オ
ン
﹂
と
交
流
・
リ
フ
レ


シ

の
﹁
オ
フ
﹂
を
切
り
替
え

ら
れ
る
環
境
を
提
供
し
て
い

る


　
▽
神
奈
川
県
三
浦
市
南
下
浦

町
上
宮
田
３
２
３
１

☎
０
４

６︵
８
８
９
︶８
９
４
５
htt

ps://www.maholova-minds.co
m/bizsp/

最大人収容可能な会議室

東
京
ド

ム
４
個
分
の

広
大
な
敷
地

温
泉
露
天
風
呂
を
完
備

　
群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
に

位
置
す
る
﹁
フ

レ
ス
ト
リ
ゾ


ト
コ
ニ
フ


い
わ
び
つ
﹂

︵

室
︶
は
フ

レ
ス
ト
︵
石

田
浩
二
社
長
︶
が
運
営
す
る
体

験
型
リ
ゾ

ト
施
設

木
の
温

も
り
を
感
じ
る
最
大
１
２
０
人

を
収
容
で
き
る
会
議
室
が
あ

り

大
自
然
の
中
で
の
企
業
研

修
や
教
育
旅
行

ス
ポ

ツ
合

宿
な
ど
の
団
体
受
け
入
れ
を
積

極
的
に
行

て
い
る

　

　
コ
ニ
フ


い
わ
び
つ
の
最

大
の
魅
力
は

周
囲
を
山
々
に

囲
ま
れ
た
圧
倒
的
な
ス
ケ

ル

の
敷
地
に
あ
る

東
京
ド

ム

４
個
分
の
広
大
な
敷
地
に
は
多

彩
な
レ
ク
リ
エ

シ

ン
施
設

が
あ
り

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
体
育
館


テ
ニ
ス
コ

ト
を
完
備
し
て
い

る

ス
ポ

ツ
合
宿
は
も
ち
ろ

ん

企
業
研
修
後
の
チ

ム
ビ

ル
デ

ン
グ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ


シ

ン
に
も
最
適
だ

本
館

か
ら
敷
地
内
の
つ
り
橋
を
渡
る

と
キ

ン
プ
場
が
広
が
り

キ


ン
プ
フ

イ
ヤ

や
バ

ベ

キ


の
設
備
も
整

て
い

て

五
感
を
使

て
自
然
と
触

れ
合
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
充

実

夜
に
は
都
会
で
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
満
天
の
星
を
観
察

す
る
こ
と
も
可
能
だ

　

　
温
泉
大
浴
場
も
完
備
し
て
お

り

露
天
風
呂
に
は
﹁
吾
妻
峡

温
泉
﹂
の
湯
が
注
ぐ

体
に
優

し
く
温
ま
り
や
す
い

肌
触
り

の
な
め
ら
か
な
泉
質
で

春
に

は
新
緑
を

秋
に
は
紅
葉
を
望

め
る

広
々
と
し
た
大
浴
場
に

は
薬
師
岳
か
ら
の
天
然
水
を
使

用

こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含

ん
だ
天
然
水
は
館
内
全
て
で
利

用
さ
れ
て
お
り

群
馬
の
豊
か

な
水
源
を
確
か
に
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
る

ま
た
大
浴
場
に

は
本
格
的
な
フ

ン
ラ
ン
ド
式

サ
ウ
ナ
も
併
設
し
て
い
て

セ

ル
フ
ロ
ウ
リ

も
可
能
だ


　
同
館
は
東
京
か
ら
車
で
約
２

時
間
無
料
の
駐
車
場
を
備
え


電
車
で
は
群
馬
原
町
駅
か
ら
無

料
送
迎
バ
ス
も
あ
る

近
隣
に

は
﹁
岩
櫃
山
﹂
︵
標
高
約
８
０

２

︶
と

国
指
定
の
名
勝
地

﹁
吾
妻
峡
﹂
と
い
う
二
つ
の
景

勝
地
が
あ
り

雄
大
な
自
然
を

間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る


　
地
元
の
里
山
で
と
れ
た
四
季

折
々
の
食
材
を
使
用
し
た
彩
り

豊
か
な
季
節
の
会
席
膳
も
魅
力

の
一
つ
上
州
牛
や
ま
と
豚


お
き
り
こ
み
な
ど
が
豊
富
に
そ

ろ
う

夕
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
食
事
に
加
え

団
体
の
場
合

は
宴
会
場
で
の
対
応
も
可
能


　
▽
群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町

大
字
原
町
４
３
９
９

☎
０
２

７
９︵
６
８
︶５
３
３
９
htt

ps://www.iwabitsu.co.jp/

ミ
リ
オ

ネ
ホ

ル

男
性
和
風
呂

宴
会
場
﹁
原
生
林
川
の
字
﹂

　
万
世
閣
ホ
テ
ル
ズ
︵
濱
野
清

正
社
長
︶
は

道
内
で
三
つ
の

温
泉
リ
ゾ

ト
ホ
テ
ル
︵
洞
爺

湖
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ

ド
テ
ラ
ス

登
別
万
世
閣

定

山
渓
万
世
閣
ホ
テ
ル
ミ
リ
オ


ネ
︶
を
展
開
し
て
い
る


　
そ
の
一
つ

定
山
渓
万
世
閣

ホ
テ
ル
ミ
リ
オ

ネ︵
札
幌
市


２
９
６
室
︶
は

札
幌
中
心
部

か
ら
車
で
約

分
と
い
う
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
を
生
か
し

大
規

模
な
企
業
宴
会
や
団
体
研
修


少
人
数
で
の
ワ

ケ

シ

ン

ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
る


会
議
や
研
修
に
加
え

ブ
レ
イ

ン
ス
ト

ミ
ン
グ
︵
短
時
間
で

多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
会
議

手
法
︶
や
チ

ム
ビ
ル
デ

ン

グ

懇
親
会

宿
泊
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
﹁
コ
ン
ベ
ン
シ


ン
＆
リ
ゾ

ト
﹂
の
拠
点
と
も

な
る


　
９
０
０
平
方

の
広
さ
を
持

つ﹁
ミ
リ
オ

ネ
ホ

ル
﹂は


定
山
渓
温
泉
初
の
大
型
コ
ン
ベ

ン
シ

ン
ホ

ル
で

最
大
１

４
０
０
人
を
収
容
で
き
る

展

示
会

演
劇

コ
ン
サ

ト


講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
対
応
可
能
だ

宴
会
場

は
人
数
に
合
わ
せ

和
食
・
洋

食
と
目
的
に
合

た
宴
会
が
可

能

最
大
５
０
０
人
ま
で
着
席

可
能
な
大
型
宴

会
場
も
備
え
て

い
る


　
﹁
経
営
方
針

発
表
会
と
大
規

模
な
懇
親
会
を

組
み
合
わ
せ
た

企
業
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め

首

都
圏
や
札
幌
市

内
の
Ｉ
Ｔ
企
業

に
よ
る
研
修


数
日
間
に
わ
た

る
シ
ス
テ
ム
開

発
合
宿

リ
モ


ト
ワ

ク
企

業
の
チ

ム
ビ
ル
デ

ン
グ
な

ど
の
利
用
実
績
が
あ
る
﹂
と
い

う


　
同
館
の
特
徴
は
大
規
模
な
会

議
・
宴
会
機
能
と

温
泉
・
食

事
・
宿
泊
と
い

た
滞
在
機
能

を
一
つ
の
施
設
内
で
完
結
で
き

る
こ
と

﹁
大
人
数
で
の
企
業

イ
ベ
ン
ト
か
ら
少
人
数
で
の
研

修
・
開
発
合
宿
ま
で

目
的
や

規
模
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
で

き
る
﹂
と
ア
ピ

ル
す
る


　
タ

ゲ

ト
は
①
経
営
方

針
発
表
会
や
全
社
会
議
を
行
う

企
業
②
宿
泊
を
伴
う
社
員
研

修
管
理
職
研
修
③
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
の
開
発
合
宿
集
中
型
研

修
④
チ

ム
ビ
ル
デ

ン
グ
や

社
内
交
流
を
目
的
と
す
る
企
業

⑤
会
議
懇
親
会
宿
泊
を
一
括

し
て
実
施
し
た
い
団
体

な

ど


　
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
ア

プ

や
従
業
員
の
一
体
感
醸
成
を
考

え
る
企
業
や
団
体
な
ど
に
と


て
は
心
強
い
施
設
と
い
え
る
だ

ろ
う


　
万
世
閣
ホ
テ
ル
ズ
は

創
業


周
年
を
迎
え
る
今
年
６
月


ロ
ゴ
お
よ
び
公
式
ホ

ム
ペ


ジ
を
刷
新

老
舗
と
し
て
の
安

心
感
と
現
代
型
リ
ゾ

ト
体
験

を
両
立
し
た
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を

図

た


　
﹁

年
の
歴
史
や
親
し
み
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら

こ
れ
か
ら

の
時
代
に
合

た
新
た
な
魅
力

の
発
信
を
強
化

ブ
ラ
ン
ド
コ

ン
セ
プ
ト
は
﹃
万
︵
ま
ん
︶
の

楽
し
さ
を
持
つ
宿
﹄
を
掲
げ


道
民
に
長
く
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル

を
目
指
す
﹂
と
し
て
い
る


　
▽
札
幌
市
南
区
定
山
渓
温
泉

東
３

☎
０
５
７
０
︵
０
８
︶

３
５
０
０
https://www.milio

ne.jp

コ
ン
ベ
ン
シ

ン
ホ

ル
﹁
鳳
凰
﹂ 大

型
バ
ス
が
駐
車
で
き
る

駐
車
場
を
完
備
︵
外
観
︶

５分割可能なコンベンションホール「平安」

　
群
馬
県
安
中
市
に
あ
る
旅
館

﹁
舌
切
雀
の
お
宿
磯
部
ガ

デ

ン
﹂︵
櫻
井
太
作
社
長
１
１
５

室
︶は
五
つ
の
コ
ン
ベ
ン
シ


ン
ホ

ル
が
充
実
し
て
い
る

宿
大
規
模
な
会
議
が
で
き
る

多
数
の
宴
会
場
が
あ
り
さ
ら

に
大
型
バ
ス
が
駐
車
で
き
る

駐
車
場
を
完
備
﹁
温
泉
会
議

力
﹂を
テ

マ
に
団
体
受
け
入

れ
に
積
極
的
だ
首
都
圏
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
強
み
に

法
人
営
業
を
強
化
し
て
い
る


　
２
階
の
﹁
平
安
﹂
は

近
年

リ
ニ


ア
ル
し
た
最
新
の
会

場
で
５
分
割
に
対
応

少
人
数

か
ら
最
大
８
０
０
人
ま
で
利
用

可
能
だ

同
じ
く
２
階
の
﹁
鳳

凰
﹂
は
同
館
最
大
の
会
場
で
４

分
割
が
可
能
で
シ
ア
タ

形
式

で
最
大
９
０
０
席
ま
で
に
対
応

す
る

４
階
の
﹁
桜
﹂
は

眺

望
の
良
さ
が
売
り

３
階
の

﹁
竹
﹂
は

畳
利
用
が
可
能
な

多
目
的
会
場
と
な

て
い
る


　
客
室
数
と
客
室
の
バ
リ
エ


シ

ン
を
豊
富
に
そ
ろ
え
て
い

る
点
も
強
み
宴
会
２
次
会
な

ど
懇
親
会
が
し
や
す
い
上
周

辺
に
は
ゴ
ル
フ
場
が
多
数
あ

り
さ
ら
に
軽
井
沢
な
ど
の
著

名
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容

易
エ
ク
ス
カ

シ

ン
が
充

実
し
て
い
る
点
も
売
り
だ


　
童
話
﹁
舌
切
り
雀
伝
説
﹂
が

誕
生
し
た
宿
と
し
て
知
ら
れ
る

磯
部
ガ

デ
ン

最
寄
り
の
磯

部
駅
か
ら
は
徒
歩
５
分

世
界

遺
産
の
富
岡
製
糸
場
か
ら
車
で


分

東
京
都
心
か
ら
は
車
で

約

分

駅
近
く
の
立
地
な
が

ら
群
馬
の
豊
か
で
雄
大
な
自
然

が
楽
し
め
る


　
磯
部
温
泉
は﹁
温
泉
マ

ク
﹂

発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ

る

泉
質
は
美
肌
の
湯

風
邪

治
し
の
湯
と
も
称
さ
れ
る
塩
化

物
・
炭
酸
水
素
塩
泉

１
階
の

﹁
楽
水
の
湯
﹂

２
階
の
﹁
楽

山
の
湯
﹂
の
大
浴
場

露
天
風

呂
で
堪
能
で
き
る


　
地
元
群
馬
で
育

た
食
材
を

中
心
と
し
た
料
理
も
特
徴
だ


夕
食
は

和
式
宴
会

洋
式
椅

子
テ

ブ
ル

和
式
椅
子
テ


ブ
ル
な
ど
の
ス
タ

イ
ル
で
対
応
が
可

能

朝
食
は
種
類

豊
富
な
バ
イ
キ
ン

グ
で


人
以
上

で
あ
れ
ば
昼
食
の

和
食
コ

ス
料
理

に
も
対
応
す
る


　
▽
群
馬
県
安
中

市
磯
部
１
の

の

５

☎
０
２
７

︵
３
８
５
︶
０
０

８
５
https://ww

w.isobesuzume.co
.jp

（２０）第３３３１号 第３種郵便物認可 ２０２６年（令和８年）９月２１日（月曜日）

　企業の研修や会議、報奨旅行など、ＭＩＣ
Ｅ需要の取り込みに力を入れる旅館・ホテル
が増えている。宿泊や宴会、会議室などの充
実した設備に、地域ならではの食や文化、ア
クティビティを組み合わせた、受け入れに最
適な施設を紹介する。


